
Title 「文藝雑誌」 : 文士の起業

Author(s) 吉岡, 真緒

Citation 太宰治スタディーズ. 2010, 3, p. 43-46

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/97696

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



　

一
九
三
六
年
一
月
一
日
〜
同
年
五
月
一
日
。
全
五
冊
。
月
刊
雑
誌
。
砂
子
屋
書
房
刊
。
書
房
主
の
山
崎
剛
平
は
じ
め
編
集

人
ま
で
、
当
時
気
鋭
の
文
士
で
あ
っ
た
。
編
集
担
当
は
浅
見
淵
。
毎
号
、
口
絵
写
真
に
数
名
の
作
家
の
近
影
、
扉
写
真
に
作

家
の
原
稿
や
書
簡
を
掲
げ
、
創
作
、
小
特
集
、
読
者
の
投
稿
に
よ
る
「
新
人
文
芸
」
欄
等
を
主
な
柱
と
し
て
組
ま
れ
た
。
巻

末
に
は
「
読
者
通
信
」
欄
が
、
裏
表
紙
に
は
期
限
付
き
「
投
稿
券
」
が
載
せ
ら
れ
た
。

　

発
行
元
の
砂
子
屋
書
房
は
『
晩
年
』
の
発
行
元
で
も
あ
る
。
早
稲
田
の
同
級
生
だ
っ
た
書
房
主
山
崎
に
「
出
版
プ
ラ
ン
は

一
任
す
る
」
と
言
わ
れ
て
前
年
十
月
の
創
業
に
参
加
し
た
浅
見
は
、
金
融
恐
慌
、
世
界
恐
慌
に
よ
る
大
不
況
の
余
波
で
新
人

作
家
の
作
品
集
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
出
版
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
状
況
に
目
を
付
け
「
ま
だ
作
品
集
を
持
た
ぬ
新
作
家
た
ち
の
第

一
創
作
集
を
出
す
」
と
い
う
企
画
を
立
て
た
と
い
う
。
こ
れ
が
、
外
村
繁
『
鵜
の
物
語
』（
一
九
三
六
・
二
）、
仲
町
貞
子

『
梅
の
花
』（
一
九
三
六
・
六
）、
太
宰
治
『
晩
年
』（
一
九
三
六
・
六
）、
和
田
傳
『
平
野
の
人
々
』（
一
九
三
六
・
八
）、
尾

崎
一
雄
『
暢
気
眼
鏡
』（
一
九
三
七
・
四
）
に
よ
る
「
第
一
創
作
集
」
叢
書
で
あ
っ
た
。
当
時
浅
見
は
、
太
宰
の
前
衛
的
な
作

風
に
惹
か
れ
て
は
い
た
が
、
企
画
頭
初
に
執
筆
陣
と
し
て
選
ん
だ
の
は
外
村
、
仲
町
、
尾
崎
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
結
局
、

檀
一
雄
の
熱
心
な
売
り
込
み
に
よ
っ
て
太
宰
が
、
そ
し
て
吉
江
喬
松
の
強
力
な
推
挽
で
和
田
が
、
共
に
尾
崎
の
前
に
割
り
込

む
形
に
な
っ
た
。
叢
書
は
す
ら
り
と
上
梓
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
最
初
に
刊
行
さ
れ
た
『
鵜
の
物
語
』
は
、
所
収
の
「
血

と
血
」
が
切
り
取
り
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
本
に
な
っ
た
頃
に
勃
発
し
た
二
・
二
六
事
件
の
影
響
で
検
閲
が
厳
し
さ
を
増
し
た
た

め
で
あ
る
。
切
り
取
り
跡
の
生
々
し
い
本
の
売
れ
行
き
は
捗
捗
し
く
な
く
、
そ
の
う
え
事
件
の
影
響
で
山
崎
が
投
資
し
て
い

た
株
が
大
暴
落
し
、
一
時
書
房
は
経
営
危
機
に
陥
っ
た
。『
晩
年
』
の
刊
行
が
六
月
に
も
つ
れ
込
ん
だ
の
は
こ
の
あ
お
り
で
あ

る
。『
晩
年
』
は
初
版
五
〇
〇
部
が
半
分
し
か
売
れ
な
か
っ
た
。
書
房
側
の
評
価
が
高
か
っ
た
仲
町
の
本
も
、
山
崎
が
豪
華
な

本
に
し
て
し
ま
っ
た
た
め
定
価
が
高
く
な
り
、
思
っ
た
ほ
ど
に
は
売
れ
な
か
っ
た
。
書
房
が
立
ち
直
っ
た
の
は
、
廃
業
を
決

め
て
出
し
た
『
暢
気
眼
鏡
』
が
第
五
回
芥
川
賞
を
獲
得
し
て
売
り
切
れ
、
増
版
を
定
価
一
円
の
普
及
本
に
切
り
替
え
て
の
大

当
た
り
に
至
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
（
浅
見
淵
『
昭
和
文
壇
側
面
史
』
一
九
六
八
・
二
、
講
談
社
）。
書
房
の
危
機
が
、
太
宰
に

は
処
女
創
作
集
刊
行
を
運
命
の
六
月
に
し
、
尾
崎
に
は
芥
川
賞
を
獲
得
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。
経
済
的
に
は
失
敗
だ
っ
た
よ

う
だ
が
、
有
望
な
新
人
を
世
に
送
り
出
し
た
「
第
一
創
作
集
」
叢
書
の
功
績
は
大
き
い
。
そ
し
て
こ
の
線
上
に
「
文
藝
雜
誌
」

が
あ
っ
た
こ
と
は
、
創
刊
号
の
「
編
輯
後
記
」
に
明
ら
か
で
あ
る
。
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純
文
学
復
興
の
気
運
旺
ん
な
る
折
柄
、
文
藝
雜
誌
は
、
文
壇
に
新
生
面
を
吹
込
ま
ん
と
し
て
生
ま
れ
出
で
た
る
も
の

で
あ
る
。
即
ち
、
毎
号
、
気
鋭
の
新
進
作
家
を
中
心
に
し
て
、
有
望
な
る
新
人
の
原
稿
を
集
め
、
常
に
誌
面
に
新
鮮
な

る
空
気
を
漂
は
し
、
文
壇
に
そ
の
空
気
を
送
ら
ん
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　

同
時
に
、
一
方
文
藝
雜
誌
賞
を
懸
け
て
、
広
く
野
に
遺
賢
を
求
め
、
隠
れ
た
る
新
人
を
も
一
般
に
紹
介
せ
ん
と
す
る

の
が
文
藝
雜
誌
の
使
命
で
あ
る
。

　

右
に
あ
る
よ
う
に
、
同
誌
は
「
純
文
学
復
興
の
気
運
旺
ん
な
る
折
柄
」
注
目
さ
れ
始
め
た
新
進
作
家
に
発
表
の
機
会
を
与

え
、
か
つ
一
般
読
者
か
ら
投
稿
を
募
り
「
隠
れ
た
る
新
人
」
を
発
掘
す
る
企
図
に
よ
り
発
刊
さ
れ
た
。
次
代
を
担
う
文
学
の

発
信
地
た
ら
ん
と
す
る
気
概
が
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
言
葉
通
り
、
目
次
に
は
、
主
に
同
人
雑
誌
で
活
躍
し
て
い
た
作
家
が
多

く
名
を
連
ね
た
。
五
号
は
、
田
畑
修
一
郎
、
葉
山
嘉
樹
、
中
原
中
也
、
寺
崎
浩
、
佐
藤
惣
之
助
、
伊
藤
整
、
眞
島
武
と
い
っ

た
新
進
気
鋭
の
作
家
、
詩
人
、
評
論
家
等
三
十
名
が
顔
を
揃
え
た
特
集
号
「
新
撰
丗
人
集
」
と
な
っ
て
い
る
。
先
の
「
第
一

創
作
集
」
執
筆
陣
五
名
の
内
、
尾
崎
以
外
の
四
名
に
つ
い
て
は
、
一
号
か
ら
四
号
誌
上
に
出
版
順
に
「（
作
者
名
）
を
語
る
」

と
題
さ
れ
た
特
集
が
編
ま
れ
た
。
ま
た「
文
章
文
学
の
投
書
雑
誌
と
い
ふ
も
の
は
殆
ど
な
」く
な
っ
て
い
た（
加
能
作
次
郎「
投

書
家
の
為
に
」、
創
刊
号
）
当
時
に
あ
っ
て
、
同
誌
は
、
同
人
雑
誌
を
持
つ
こ
と
が
叶
わ
な
い
作
家
志
望
者
に
発
表
の
機
会
を

与
え
る
媒
体
で
も
あ
っ
た
。
丹
羽
文
雄
、
浅
見
淵
、
丸
山
薫
、
水
原
秋
桜
子
、
窪
田
空
穂
等
が
選
者
に
あ
た
り
、
月
ご
と
に

一
般
読
者
の
投
稿
に
よ
る
創
作
、
小
品
、
詩
、
俳
句
、
短
歌
か
ら
選
ば
れ
た
入
選
作
品
が
、「
新
人
文
芸
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
。

「
投
稿
規
定
」
に
よ
る
と
毎
月
の
入
選
者
に
は
創
作
五
円
、
他
一
円
の
賞
金
を
呈
し
、
六
ヶ
月
ご
と
に
各
欄
入
選
者
か
ら
選

抜
す
る
一
名
乃
至
三
名
に
は
、
賞
金
総
額
百
円
を
呈
す
る
文
藝
雜
誌
賞
を
授
与
す
る
と
あ
る
。
受
賞
者
に
は
「
以
降
優
遇
援

助
の
方
法
を
講
ず
」
と
も
。
し
か
し
雑
誌
は
五
号
「
編
輯
後
記
」
で
「
文
藝
雜
賞
の
締
切
も
追
々
近
附
い
て
来
た
」、「
投
稿

家
諸
氏
の
奮
起
を
切
望
す
る
」、「
ど
う
い
う
新
面
目
を
持
つ
て
来
月
号
は
読
者
諸
氏
の
前
に
ま
み
え
る
か
、
期
待
を
持
つ
て

待
つ
て
頂
き
た
い
」
と
賞
や
次
号
へ
の
意
気
込
み
を
見
せ
な
が
ら
も
こ
の
号
で
事
実
上
終
刊
し
た
。

　

掲
載
さ
れ
た
内
容
を
見
て
み
た
い
。
創
刊
号
か
ら
四
号
に
は
唯
一
の
連
載
小
説
で
あ
る
丹
羽
文
雄
「
一
色
淑
子
」
が
掲
載

さ
れ
た
。「
第
一
創
作
集
」
執
筆
者
以
外
の
小
特
集
と
し
て
は
、
三
号
に
「
夭
折
作
家
研
究
」（
中
野
重
治
「
啄
木
研
究
に
つ

い
て
」、
尾
崎
士
郎
「
梶
井
君
の
こ
と
に
つ
い
て
」、
草
野
心
平
「
宮
澤
賢
治
に
つ
い
て
」）、
四
号
に
「
仏
蘭
西
年
少
鬼
才
研



��

究
」（
春
山
行
夫
「
コ
ク
ト
オ
の
デ
ツ
サ
ン
」、
田
畑
修
一
郎
「
ラ
デ
イ
ゲ
私
見
」、
神
部
孝
「
不
思
議
な
天
才
ラ
ン
ボ
ウ
」）

が
組
ま
れ
た
。
文
芸
時
評
や
海
外
の
文
学
状
況
や
翻
訳
も
折
に
触
れ
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
他
に
は
加
藤
悦
郎
「
漫
画
」
が
興

味
深
い
。
原
稿
料
が
大
暴
落
し
、
原
稿
は
屑
屋
に
売
っ
た
方
が
多
少
値
が
よ
い
こ
と
を
発
見
し
た
二
流
作
家
の
妻
が
描
か
れ

た
「
稿
料
暴
落
」（「
あ
り
さ
う
な
風
景 　
　
 
三
六
年
度
の
文
壇
を
予
想
し
て
」、
創
刊
号
）、「
迷
子
の
ゝ
文
芸
復
興
ヤ
ー
イ
」

と
呼
ば
わ
る
二
人
の
男
が
描
か
れ
た
「
迷
子
の
ゝ
」（「
春
の
文
壇
風
景
」、
四
号
）
等
風
刺
に
富
ん
だ
内
容
。

　

太
宰
は
創
刊
号
に
随
筆
「
も
の
思
ふ
葦
」
を
発
表
し
た
。
附
記
に
「
半
ば
以
上
、
私
の
本
の
、
広
告
の
た
め
に
書
い
た
」

と
あ
る
よ
う
に
、『
晩
年
』
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
が
現
さ
れ
た
三
篇
よ
り
成
る
。
そ
の
後
の
人
生
と
奇
妙
に
符
合
す
る
内
容

な
の
が
興
味
深
い
。
創
刊
号
に
随
筆
を
載
せ
る
こ
と
は
「
私
、
御
誌
へ
三
四
枚
の
エ
ツ
セ
イ
を
、
私
と
し
て
、
天
に
恥
な
き

エ
ツ
セ
イ
を
、
稿
料
な
し
で
書
く
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。（
創
刊
号
へ
。
二
号
は
、
い
や
で
す
。）」（
一
九
三
五
年
一
一
月
一

八
日
付
、
浅
見
淵
宛
書
簡
）
と
あ
る
よ
う
に
、
太
宰
た
っ
て
の
希
望
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
四
号
に
『
晩
年
』
収
録
の
「
陰
火
」

が
発
表
さ
れ
た
。

　

太
宰
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
は
概
ね
好
意
的
で
あ
る
。
四
号
の
小
特
集
「
太
宰
治
を
語
る
」
に
は
、
佐
藤
春
夫
「
尊
重

す
べ
き
困
つ
た
代
物
」、
井
伏
鱒
二
「
太
宰
君
」、
保
田
與
重
郎
「
佳
人
水
上
行
」、
檀
一
雄
「
お
め
ざ
の
要
る
男
」
が
寄
せ
ら

れ
た
。『
晩
年
』
の
口
絵
を
飾
っ
た
太
宰
の
写
真
は
こ
の
号
の
口
絵
の
一
枚
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
当
時
住
ん
で
い
た

船
橋
の
町
を
散
歩
中
に
撮
影
さ
れ
た
。
こ
の
他
、
中
村
地
平
「
同
時
代
の
友
へ
」（
創
刊
号
）
に
は
、
新
人
を
「
前
代
の
文
学

の
残
存
的
な
意
味
合
ひ
が
特
に
強
」
い
「
丗
歳
過
ぎ
た
作
家
」
と
「
次
代
に
出
現
す
る
新
し
い
文
学
の
前
哨
的
な
匂
ひ
」
の

す
る
若
い
世
代
と
に
分
け
、
後
者
の
代
表
に
太
宰
を
挙
げ
る
一
節
が
あ
る
。
矢
崎
弾
は
「
わ
が
国
の
既
成
の
、
過
去
の
リ
ア

リ
ズ
ム
を
少
し
で
も
認
識
の
方
向
か
ら
反
抗
し
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
の
は
太
宰
治
ひ
と
り
で
あ
る
」
と
「
道
化
の
華
」
を
称

え
る
一
文
を
「
文
芸
時
評　

新
人
に
つ
い
て
の
覚
書
」（
三
号
）
に
記
し
た
。
ま
た
五
号
で
は
浅
見
淵
が
「
文
学
と
方
言
」
で
、

「
中
央
標
準
語
」
に
統
一
し
よ
う
と
し
て
い
る
「
文
部
省
の
意
向
と
は
反
対
」
に
、「
民
族
精
神
の
喚
起
」
に
よ
っ
て
「
小
説

に
方
言
を
用
ゐ
る
事
が
流
行
し
だ
し
た
」
こ
の
頃
の
作
品
で
あ
る
太
宰
「
雀
こ
」
に
対
し
て
、「
方
言
の
持
つ
て
ゐ
る
リ
ズ
ム

を
巧
み
に
利
用
し
て
、
郷
里 　
　
 
ひ
い
て
は
、
人
生
に
対
し
て
の
激
し
い
ノ
ス
タ
ル
ヂ
ツ
ク
な
感
情
を
滲
み
だ
さ
し
て
ゐ

る
」
と
高
評
価
を
与
え
た
。
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